
ろ は 、 地 上 配 管 に よ る 仮 復旧 を 行 い 、 本 復 旧 は 道 路 復旧 に 併 せ 、 後 日 行 う と い う方 針 で 進 め ま し た 。　
最 後 に 、 私 に と っ て 特 に

思 い 出 深 い 話 を さ せ て い ただ き ま す 。 応 急 復 旧 の 目 鼻が つ い た 後 の 話 で す 。　
県 中 央 水 道 事 務 所 の 敷 地

に 、 １ ０ ０ ０

 

k Wの 太 陽 光 発

電 設 備 （ メ ガ ソ ー ラ ー ） を緊 急 整 備 し た の で す 。 震 災後 に 訪 れ た 夏 季 に は 、 国 内で 深 刻 な 電 力 不 足 が 生 じ るこ と に な り ま し た 。 こ の ため 、 国 で は 電 気 事 業 法 に 基づ い て 、 電 力 使 用 企 業 に 対し 、 前 年 の 最 大 使 用 電 力 に対 し て

1 5％ の 電 力 使 用 制 限

を 義 務 づ け た の で す 。　
こ の 時 、 上 水 道 、 工 業 用

水 道 な ど ラ イ フ ラ イ ン 施 設に つ い て は ５ ％ で よ い 旨 の軽 減 措 置 が あ り ま し た 。 企業 局 が 所 管 す る

1 1浄 水 場 の

前 年 度 使 用 最 大 電 力 の 合 計は 約 １ 万 ４ ６ ０ ０

 

k Wで 、 こ

れ は 県 が 管 理 す る 施 設 全 体の 約 ３ 分 の １ の 量 を 占 め てい た の で す 。　
こ れ ら の 状 況 の 中 、 企 業

さ ん た ち だ け に 負 担 は か けら れ ま せ ん 。 我 々 も

1 5％ 削

減 を 目 指 し て 頑 張 る こ と に

い に 役 立 っ て く れ ま し た 。　
備 蓄 が な く 取 引 メ ー カ ー

に も 在 庫 が な い も の は 、 製作 を 待 つ 余 裕 は あ り ま せ んか ら 、 全 国 で 在 庫 を 探 し 、ど こ か ら で も 購 入 す る こ とに し ま し た 。 当 時 の 交 通 の混 乱 を 考 え 、 違 う 場 所 か ら１ 個 ず つ 、 計 ２ 個 購 入 し 、先 に 着 い た も の を 使 用 す るな ど 、 と に か く ス ピ ー ド を優 先 し て 対 応 し た の で す 。　
道 路 の 被 害 が 大 き く 、 現

位 置 で の 復 旧 が 難 し い と こ

し た の で す 。 昼 の 需 要 ピ ーク 時 間 帯 の 電 力 を 、 工 夫 して 夜 間 に ま わ す の で す 。 各浄 水 場 で 何 度 も シ ミ ュ レ ーシ ョ ン し て 、 な ん と か 目 標達 成 で き そ う だ と い う こ とに な り ま し た が 、 念 の た め５ ％ カ ッ ト に 見 合 う １ ０ ００

 

k W太 陽 光 発 電 設 備 を 整 備

す る こ と に し た の で す 。 ３月 末 頃 の 話 で す 。　
急 ぎ 、 夏 場 ま で に メ ガ

ソ ー ラ ー が 設 置 可 能 な メ ーカ ー さ ん を 見 つ け る た め 、

そ こ で 、 こ の 災 害 復 旧 に つい て 、 特 に 私 自 身 何 度 も 現地 調 査 を 行 っ た 、 県 中 央 水道 事 務 所 管 内 の 状 況 に つ いて お 話 し し ま す 。　
こ の 地 震 に よ り 、 県 内 全

域 の 水 道 施 設 に 甚 大 な 被 害が 発 生 し ま し た 。 県 中 央 水道 事 務 所 管 内 で も 同 様 で 、広 範 囲 に わ た り 大 き な 被 害を 受 け て し ま い ま し た 。 住民 の 生 活 に 欠 か せ な い 水 道水 は も と よ り 、 工 業 用 水 につ い て も 国 内 外 の サ プ ラ イ

チ ェ ー ン を 支 え る 部 品 生 産企 業 が 受 水 し て お り 、 経 済界 に 大 き な 影 響 が 出 る ため 、 特 に 早 期 の 復 旧 が 必 要と な っ た の で す 。　
そ こ で 、 当 時 の 渡 邊 企 業

局 長 の 指 示 に よ り 、 企 業 局次 長 を 県 中 央 水 道 事 務 所 災害 対 策 本 部 長 に 任 命 し ま した 。 水 戸 浄 水 場 内 は 次 長 、場 外 に つ い て は 県 中 央 水 道事 務 所 長 が 陣 頭 指 揮 を と る２ 班 体 制 と し 、 迅 速 な 災 害復 旧 が 行 え る 体 制 を 構 築 し

た こ と で 、 早 期 に 送 水 を 再開 す る こ と が で き ま し た 。　
県 中 央 水 道 事 務 所 管 内 の

被 害 状 況 で す が 、 水 戸 浄 水場 で は 取 水 口 や 場 内 管 路 及び 補 給 水 槽 の 破 損 、 送 水 管路 の 亀 裂 や 継 手 部 離 脱 、 加え て 一 級 河 川 那 珂 川 を 渡 河す る 那 珂 川 水 管 橋 管 路 離 脱が 発 生 し ま し た 。 涸 沼 川 浄水 場 に お い て は 、 場 内 及 び場 外 の 管 路 破 損 等 が 発 生 。那 珂 川 浄 水 場 で も 、 沈 殿 池や 傾 斜 板 破 損 、 配 水 管 路 の亀 裂 や 継 手 部 離 脱 が 発 生 しま し た 。 各 浄 水 場 で 取 水 施設 、 浄 水 施 設 、 送 水 施 設 に多 数 の 被 害 が 確 認 さ れ た ので す 。　
次 に 、 災 害 復 旧 に つ い て

幾 つ か お 話 い た し ま す 。　
ま ず 、 那 珂 市 下 江 戸 に お

け る 市 道 崩 落 に 伴 う 管 路 流

　
県 中 央 水 道 事 務 所 は 、 那

珂 川 か ら 取 水 し て い る 水 戸浄 水 場 、 涸 沼 川 か ら 取 水 し　
私 は 昭 和

4 7年 の 入 庁 以

来 、 土 木 部 一 筋 で 勤 め て きま し た が 、 平 成

2 2～

2 3年 度

に は 企 業 局 施 設 課 で 勤 務し 、 定 年 を 迎 え ま し た 。 ２年 間 と い う 短 い 勤 務 期 間 で印 象 に 残 っ て い る こ と は 、や は り 東 日 本 大 震 災 で す 。

　
課 題 の 那 珂 川 渡 河 は 、 土

木 部 時 代 に 私 も 関 わ っ た 那珂 西 大 橋 （ 仮 称 ） に 添 架 する こ と で 調 整 を 進 め て も らい ま し た 。 県 が 進 め て い る茨 城 工 業 団 地 を イ メ ー ジ して 、 ル ー ト の 選 定 や 必 要 な測 量 調 査 な ど も 実 施 し た ので す 。　
ま た 、  東 日 本 大 震 災 で は 、

こ の 事 務 所 管 内 で も 大 き な被 害 を 受 け て し ま い ま した 。 こ こ で も 、 あ ら か じ め備 蓄 し て い た 補 修 資 材 が 大

か す み が う ら 市 、 小美 玉 市 、 茨 城 町 、 大洗 町 、 東 海 村 、 笠 間市 ） と 湖 北 水 道 企 業団 （ 石 岡 市 、 小 美 玉市 ） に 水 道 用 水 を 供給 し て い ま す 。  ま た 、那 珂 川 か ら 取 水 し てい る 水 戸 浄 水 場 、 那珂 川 浄 水 場 が 、 ひ たち な か 市 、 常 陸 大 宮市 、 那 珂 市 、 東 海 村に 立 地 す る

2 0社

2 4事

業 所 に 工 業 用 水 を 送 っ て おり ま す （ 平 成

2 0年 ４ 月 現

在 ）  。　
私 は 局 長 就 任 早 々 、 こ の

事 務 所 の 工 業 用 水 に つ いて 、 那 珂 川 右 岸 ル ー ト の 検討 に 入 る こ と と し ま し た 。県 央 工 水 は 、 平 成

1 3年 に 給

水 を 開 始 し 、 那 珂 川 左 岸 地域 に お け る 工 業 用 水 の 需 要に 対 応 し て き ま し た 。  一 方 、那 珂 川 右 岸 地 域 で は 、 北 関東 自 動 車 道 の 整 備 が 進 む につ れ 、 大 幅 な 企 業 立 地 が 見込 ま れ て い ま し た 。 こ れ ら立 地 企 業 の 水 需 要 に 、 急 ぎ対 応 す る 必 要 が あ る と 考 えた の で す 。

苦 労 し ま し た 。 幸 い 、 私 は土 木 部 河 川 課 で 災 害 担 当 の経 験 が あ っ た の で 、 災 害 復旧 申 請 に つ い て 多 少 は 支 援す る こ と が で き ま し た 。 この よ う に し て 、 職 員 の 努 力が 報 わ れ 申 請 し た 工 事 費 用の 大 部 分 が 採 択 さ れ て 、 企業 局 の 経 営 負 担 を 最 小 限 にす る こ と が で き ま し た 。　
さ ら に 、 こ の 震 災 の 経 験

を 踏 ま え 「 東 日 本 大 震 災 水道 復 旧 の 記 録 」 が 作 成 さ れま し た 。 こ れ は 渡 邊 局 長 の指 示 に よ る も の で 、 今 後 の災 害 対 応 に お い て 大 変 貴 重な 資 料 に な る と 考 え ま す 。　
最 後 に 、 私 は 企 業 局 退 職

後 に 県 企 業 公 社 に 勤 務 す るこ と と な り ま し た 。 そ こ での 業 務 は 、 震 災 の 被 災 状 況を 踏 ま え 見 直 さ れ た 「 管 路更 新 事 業 化 計 画 」 に 基 づ く管 路 耐 震 化 事 業 を 確 実 に 進め る た め 、 水 道 事 務 所 の 土木 技 術 系 職 員 の 補 助 を 目 的と す る 新 た な 体 制 を 企 業 公社 内 に 立 ち 上 げ る こ と で した 。 現 在 、 こ の 体 制 が 機 能し 、 管 路 の 耐 震 化 事 業 が 着実 に 進 ん で い る と 聞 い て おり ま す 。

�

（ 島 津 就 子 ）

電 話 聞 き 取 り を 行 い ま した 。 ど こ か ら も 断 ら れ て いる 中 で 、  地 元 の 「 日 立 さ ん 」が や っ て み ま し ょ う と い うこ と に な っ た の で す 。 結 果的 に は 、 水 戸 浄 水 場 で １ ００ ０

 

k W太 陽 光 発 電 設 備 を ７

月

1 4日 か ら 本 格 稼 働 し 、 電

力 需 要 が ピ ー ク を 迎 え る 時期 に 大 き な 効 果 を 発 揮 す るこ と が で き ま し た 。

1 5％

カ ッ ト ど こ ろ か 、  平 均

2 1％ 、

最 大

2 6％ の カ ッ ト が で き た

の で す 。　
実 施 に あ た っ て 、 ご 苦 労

さ れ た 企 業 局 の 皆 様 、 関 係さ れ た 皆 様 に 、 改 め て 深 く感 謝 申 し 上 げ ま す 。

避 け る 等 、 多 く の 条 件 を クリ ア す る た め 、 事 務 所 担 当者 と 受 注 建 設 業 者 が 復 旧 工法 の 検 討 を 重 ね 、 何 度 も 河川 管 理 者 と 協 議 を 実 施 し 、工 事 を 進 め る こ と が で き まし た 。　
余 談 で す が 、 県 央 広 域 水

道 、 那 珂 川 工 業 用 水 道 は 那珂 川 か ら 取 水 し て お り 、 その 水 源 の 一 部 は 霞 ケ 浦 導 水事 業 と し て い る た め 、 導 水事 業 完 成 ま で は 暫 定 水 利 権（ １ 年 更 新 ） と な っ て い るの で 、 事 業 の 早 期 完 成 が 望ま れ ま す 。　
そ れ か ら 、 那 珂 川 浄 水 場

の 沈 殿 池 及 び 傾 斜 板 破 損 復旧 工 事 に お い て は 、 災 害 時協 力 員 の 方 に ほ ぼ 常 駐 の 状態 で 受 注 業 者 を 指 導 監 督 して い た だ き 、 早 期 に 復 旧 する こ と が で き ま し た 。 感 謝申 し 上 げ ま す 。　
企 業 局 で は 、 こ の 震 災 ま

で 大 き な 災 害 の 経 験 は あ りま せ ん で し た 。 復 旧 に か かる 費 用 を 国 へ 申 請 す る た めの 手 続 き に つ い て も 初 め ての 経 験 と な り 、 災 害 査 定 等の 手 法 に つ い て の 情 報 収 集に 追 わ れ 、 不 慣 れ な 作 業 に

φ １ ０ ０ ０

　
Ｌ ＝ ５  ・  ０ ｍ ）

が 必 要 と な り ま し た 。 こ の規 格 の 管 は 備 蓄 資 材 に は 無く 、 通 常 で あ れ ば 受 注 製 作管 に な り ま す 。 当 然 製 作 を待 つ 時 間 は な い の で 、 全 国的 に 在 庫 を 探 し た 結 果 、 ２箇 所 に あ る こ と が 判 明 し まし た 。 け れ ど 当 時 は 交 通 網の 混 乱 も あ り 、 現 場 到 着 時期 も 想 定 出 来 な か っ た ため 、 ２ 個 と も 購 入 し 先 着 した も の を 復 旧 工 事 で 使 用 、後 着 の も の は 備 蓄 資 材 と する 方 針 で 工 事 を 行 い 、 早 期復 旧 に つ と め ま し た 。　
こ れ は 、 発 災 時 点 で 渡 邊

局 長 か ら 「 コ ス ト が ど れ だけ か か っ て も 初 動 の 速 さ が一 番 。  現 場 の 判 断 を 信 用 し 、良 い と 思 う こ と は 全 部 や って ほ し い 」  「 い ろ い ろ な こと を 想 定 し 備 え る こ と が 大切 」 と の 話 が あ っ た た め 進め ら れ た こ と で し た 。　
続 い て 、 那 珂 川 取 水 口 の

復 旧 に つ い て で す が 、 取 水口 は 河 川 占 用 工 作 物 で あ るた め 、 工 事 施 工 に は 河 川 管理 者 で あ る 国 土 交 通 省 の 許可 が 必 要 で し た 。 流 水 を 阻害 し な い こ と や 出 水 時 期 を

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜県 企 業 局 長  ・  企 業 公 社 理 事 長 編 ⑤

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

谷 澤

　
肇 （ や ざ わ

　
は じ め ）

　
１ ９ ５ １ 年

1 2月 １ 日 生 ま れ 。

7 2歳 。

7 2年 に 入 庁 。

土 木 部 で の 勤 務 を 経 て 、 企 業 局 施 設 課 技 佐 兼 課長 補 佐 で ２ ０ １ ２ 年 ３ 月 に 定 年 を 迎 え た 。 そ の後 は 県 企 業 公 社 に 勤 務 、 現 在 は 勝 田 機 材 ㈱ に 勤務 し て い る 。

コ ス ト よ り 初 動 の 早 さ

1 0 0 0 

k Wの 太 陽 光 緊 急 整 備

出 被 害 で す 。 道 路 自 体 が 大き く 被 災 し た こ と で 、 既 設位 置 で の 管 路 の 早 期 復 旧 が困 難 で し た 。 そ こ で 民 地 を一 時 借 地 し 、 地 上 配 管 に よる 仮 切 り 回 し を 行 い 早 期 の送 水 を 可 能 と し 、 本 復 旧 は道 路 復 旧 に 併 せ 、 後 日 行 うよ う 調 整 し ま し た 。　
一 方 、 復 旧 工 事 を 実 施 す

る に は 、 復 旧 資 材 の 確 保 が重 要 に な り ま す 。 企 業 局 では 漏 水 復 旧 金 具 な ど の 補 修資 材 の 備 蓄 を 以 前 よ り 進 めて お り 、 今 回 の 震 災 復 旧 工事 で も 、 こ の こ と が 早 期 の送 水 再 開 に 大 き な 役 割 を 果た し ま し た 。　
し か し 、 ひ た ち な か 市 関

戸 に お け る 送 水 管 の 漏 水は 、 調 査 の 結 果 、 大 口 径 管路 可 と う 管 部 で の 離 脱 と 判明 し 、 復 旧 に は 直 管 （ Ｓ Ｐ

県 中 央 水 道 事 務 所 （ 水 戸 、 涸 沼 、 那 珂 川 浄 水 場 ） に つ い て
～ 1 0 0 0 k W 太 陽 光 発 電 設 備 を 緊 急 整 備 ～

元 県 企 業 局 長 元 企 業 局 施 設 課 技 佐 兼 課 長 補 佐

渡 邊 一 夫 氏 谷 澤 　 肇 氏×

て い る 涸 沼 川 浄 水 場 が 、

1 0

市 町 村 （ 水 戸 市 、 ひ た ち なか 市 、  常 陸 大 宮 市 、  那 珂 市 、

大 震 災 で 備 蓄 補 修 資 材 が 役 立 つ

　
那 珂 川 は 、  関 東 随 一 の 清 流 と し て 知 ら れ て い ま す 。

那 須 岳 山 麓 を 源 流 と し 、 流 域 に は 自 然 が 多 く 残 さ れて お り 、 中 流 域 は 那 珂 川 県 立 自 然 公 園 に 指 定 さ れ 、保 護 さ れ て い ま す 。 ア ユ を は じ め 、 た く さ ん の 魚 が生 息 し 、 江 戸 時 代 か ら サ ケ の 遡 上 す る 河 川 と し て 知ら れ て い た よ う で す 。 こ の 那 珂 川 と 、 霞 ヶ 浦 、 利 根川 の 水 を 互 い に 融 通 し 合 う 霞 ヶ 浦 導 水 事 業 が 進 め られ て い ま す 。 那 珂 川 は 私 に と っ て 、 土 木 部 時 代 に いろ い ろ 関 わ り が あ っ た 、 思 い 出 深 い 河 川 で す 。 

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

▲ 東 日 本 大 震 災 で 事 務 所 も 大 き な 被 害 を 受 け た

暑 中 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す 2 0 2 4 年 盛 夏

新 聞 購 読 料 　 　 月 額  5, 9 4 0  円 （ 税 込 ）

電 子 版 購 読 料 　 月 額  4, 4 0 0  円 （ 税 込 ）
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